
　自然共生研究センターでは、小中学校の総合学習をはじめ、地域の活動団体の環境教育、当センターが企画する環境教育プログラムを

行なっております。その中では、生息場と魚類の関係を理解するための魚類採捕調査、魚を題材にした水質実験、河川改修の

理由を説明する河川模型等、河川環境の理解を深めるためのプログラムの開発を進めております。

プログラム概要 ： 「ミニ地球」はボトル・アクアリウムとも呼ばれていて、小さな水槽で生物を飼育することを目的としています。ただ、水槽は密封

されているため、生物は外から餌や空気を与えられることなく、また、濾過装置や水替えをすることなく生命を維持しなくてはなりません。

このプログラムでは、光合成により有機物を生産して酸素を供給する水草と、有機物を分解する砂に混じった微生物を用いて、生産者と分解者

そして消費者が互いに支えあう生態系をボトルの中に作り上げます。

　河川や湖沼などの水域は、内水面漁場や生活水の供給など、従来、

認識されてきた経済的価値に加え、現在では多くの生物資源と生態系

機能を有する場所としての価値も認識されてきています。このような

時代の変化に対応するため、従来の岐阜県淡水魚研究所（下呂市）を

改編・整備し、新設された本所（各務原市）と支所（下呂市）の２か所の

研究施設を有する岐阜県河川環境研究所が生まれました。当研究所

では「人と魚が共存する豊かな水域環境の創出と水産業の振興」という

基本目標を掲げ、従来取り組んで来た水産業振興のための研究をより

深化させるとともに、水域環境保全に寄与する研究にも積極的に取り

組んでいます。

　例えば、当研究所では今までの水産業に関する知識や経験をベースに、

さらに生態学や遺伝学の見地から、淡水魚の保全に向けた研究をおこ

なっています。岐阜県は北には飛騨山脈，南には木曽三川を有する濃尾

平野が広がり、変化に富んだ多様な地形が多くの淡水魚を育んできま

した。しかし、そのうち13種の魚類は現在、絶滅の危機に瀕しています。

希少淡水魚をいかに絶滅の危機から救うのか？この問題解決のため、

基礎的研究はもちろん、現場重視のより実践的な取り組みにも挑戦

しています。また、環境保全を現場で実践するためには、異なる価値観や

知識をもつ組織との連携が不可欠です。そのような理念のもと、当研究所

ではウシモツゴという絶滅危惧種をモデルとして、環境保全に関わる

市民団体や機関とのネットワークづくりを進めています。

　人と魚がいかにして共存できるのか？我々に科せられたこの大きな

課題を解決するため、岐阜県河川環境研究所では、特定の価値に縛られる

事なく、より幅広い視野に立った

研究活動や技術開発を他分野の

研究者等とも積極的に連携をとり

ながら推進していきます。

児 玉 文 夫
岐阜県河川環境研究所　所長

生態系の仕組みを理解していることが前提でのプログラム。様々な要因が複雑に

繋がりあって成立している生態系の各々の要因を自分たちで測定し、その結果を

元に自身でその構成要因を算出しボトルに入れて生態系を完成させる。この

プログラムでは特に水中に含まれている酸素（溶存酸素）に着目し、この溶存酸素

を計測する機器（DOメーター）を用いて、ボトル内で生じる魚の酸素消費量と水草

の酸素生産量及び酸素消費量を測定。水草は多く入れると光合成によって盛んに

酸素を生産するが、逆に夜は呼吸のため多くの酸素を消費する。また、生物は

種や大きさ、個体数によって酸素の消費量が異なるので、生徒たちはこれらの

複雑な現象を総合的に判断した上で、自分なりの「ミニ地球」を作り上げた。

生徒が、酸素消費量、生産量を計測
して、ボトルに入れる生物の量を
考える。

溶存酸素を計測する機器（DOメーター）
を用いて魚の酸素消費量を測定して
るところ。

DOメーターで水草の酸素生産量を
測定しているところ。光を当てること
で生産量を増加させる。

高校生向け

初めて聞く生態系や食物連鎖を理解してもらうため、これらを構成する生産者

（水草）、消費者（エビ）、分解者（砂）の目に見えない繋がりを、教材を使用して

解説し、あらかじめボトルに入れる生物の種類や数量を導き出す。その後、川で

生物を採捕して、ボトルに入れ「ミニ地球」を完成させた。また観察を通じて

生態系や食物連鎖について考えた。

小学生向け

今回は同じ内容のプログラムを小学生向けと高校生向けに開発しました。

実施対象：H17年親子教室（小学生と保護者）、岐阜県立各務原高校（理数科）

教材を使うことで目に見えない繋がりが
目に見えるようになり、生態系の仕組みを
理解しやすくする。

親子で協力して生物の収集。 採取した生物をボトルに入れ、観察する。


